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ⅠⅠⅠⅠ ポリエチレンの価値ポリエチレンの価値ポリエチレンの価値ポリエチレンの価値
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ⅠⅠⅠⅠ-１１１１ ポリエチレンのポリエチレンのポリエチレンのポリエチレンの
プラスチックにおける位置づけプラスチックにおける位置づけプラスチックにおける位置づけプラスチックにおける位置づけ

• ポリエチレンの生産量（2012年）は、

低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）１６８万㌧

高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ） ９３万㌧で、

プラスチックの総生産量１，０５４万㌧の

約２５％約２５％約２５％約２５％を占める

• ラミネート用途の出荷量は２４万㌧でＬＤＰＥ
の出荷量１２８万㌧の

約１９％約１９％約１９％約１９％を占める
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【参考資料】 ラミネートの基本（１）
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【参考資料】 ラミネートの基本（２）
複合化によるリデュース
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【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】 汎用５大樹脂の汎用５大樹脂の汎用５大樹脂の汎用５大樹脂の

用途別出荷内訳用途別出荷内訳用途別出荷内訳用途別出荷内訳（２０１２年）（２０１２年）（２０１２年）（２０１２年）
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ⅠⅠⅠⅠ-２２２２ ポリエチレンの特徴ポリエチレンの特徴ポリエチレンの特徴ポリエチレンの特徴

12
http://www.jpif.gr.jp/00plastics/plastics.htm

日本プラスチック工業連盟日本プラスチック工業連盟日本プラスチック工業連盟日本プラスチック工業連盟 ＨＰＨＰＨＰＨＰ



• ポリエチレンは、重合方法によって鎖のでき
方が違う（枝の出方が違う）

• ＬＤＰＥは側鎖が多く、そのために嵩張り、密
度が低くなる

• Ｌ-ＬＤＰＥは側鎖の長さが一定している。

• ＨＤＰＥは側鎖が少ないので密度も高く結晶し
やすい

13参考文献：包装用フィルム概論（東洋紡ＰＰＳ）

14

分岐は小枝 （イメージ）

ＬＤＰＥＬＤＰＥＬＤＰＥＬＤＰＥ ＬＬＬＬ‐‐‐‐ＬＤＰＥＬＤＰＥＬＤＰＥＬＤＰＥ ＨＤＰＥＨＤＰＥＨＤＰＥＨＤＰＥ

密度密度密度密度 低い 高い
硬さ硬さ硬さ硬さ 柔らかい 硬い
衝撃に衝撃に衝撃に衝撃に 強い 普通
透明度透明度透明度透明度 透明に近づく 半透明
ﾊﾞﾘｱｰ性ﾊﾞﾘｱｰ性ﾊﾞﾘｱｰ性ﾊﾞﾘｱｰ性 低い 高い



15

「ポリエチレン」といっても物理的性質に「ポリエチレン」といっても物理的性質に「ポリエチレン」といっても物理的性質に「ポリエチレン」といっても物理的性質に
大きな差があるためいろいろな種類がある大きな差があるためいろいろな種類がある大きな差があるためいろいろな種類がある大きな差があるためいろいろな種類がある

出典：プラ工連リデュース・リサイクル委員会「家庭から出る廃プラスチックの再資源化のあるべき姿」付属資料

16

「ポリエチレン」と一言でいうが、「ポリエチレン」と一言でいうが、「ポリエチレン」と一言でいうが、「ポリエチレン」と一言でいうが、
用途と加工法により求められる様々なグレードがある用途と加工法により求められる様々なグレードがある用途と加工法により求められる様々なグレードがある用途と加工法により求められる様々なグレードがある

出典：プラ工連リデュース・リサイクル委員会「家庭から出る廃プラスチックの再資源化のあるべき姿」付属資料
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【参考資料】 射出成形用・フィルム用グレード射出成形用・フィルム用グレード射出成形用・フィルム用グレード射出成形用・フィルム用グレード

㈱プライムポリマーHPより引用
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【参考資料】 中空成形（ブロー）用グレード中空成形（ブロー）用グレード中空成形（ブロー）用グレード中空成形（ブロー）用グレード
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【参考資料】 押出成形用グレード押出成形用グレード押出成形用グレード押出成形用グレード

㈱プライムポリマーHPより引用

【参考資料】 ポリプロピレンの用途と加工法
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ⅠⅠⅠⅠ-３３３３ 主なプラスチックの分子構造主なプラスチックの分子構造主なプラスチックの分子構造主なプラスチックの分子構造

21
吉岡敏明教授（東北大学 大学院環境科学研究科）：「容リ制度の将来 容リプラを中心に」（ＰＰＴ資料）参照

プラスチックの分子構造からみた発熱量プラスチックの分子構造からみた発熱量プラスチックの分子構造からみた発熱量プラスチックの分子構造からみた発熱量

• ポリエチレン・ポリプロピレン・ポリスチレンの
ような「炭素」と「水素」からなる構造のものは
炭素と水素の燃焼熱カロリーの和であり、発
熱量は高い

• ポリエチレンテレフタレートは、分子構造内に
「酸素」を有しているので、その分の発熱量は
小さくなる

• ポリ塩化ビニル樹脂は「塩素」の分だけ発熱
量は小さくなり、不完全燃焼することから発熱
量はさらに小さくなる。
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-

（一社）プラスチック循環利用協会「プラスチックの基礎知識2013」から引用

◆樹脂の特性、製品の構成等によって

「リサイクル手法」は選択されるべき

24



ⅠⅠⅠⅠ-４４４４ プラスチックのイメージプラスチックのイメージプラスチックのイメージプラスチックのイメージ

• 下記の調査方法により、「プラスチックと聞いて思い
浮かべる事柄３つ」をあげてもらった

25

日本ポリエチレン製品工業連合会のイメージ調査は、日本ポリエチレン製品工業連合会のイメージ調査は、日本ポリエチレン製品工業連合会のイメージ調査は、日本ポリエチレン製品工業連合会のイメージ調査は、
特別講義事前提出レポートの集計による特別講義事前提出レポートの集計による特別講義事前提出レポートの集計による特別講義事前提出レポートの集計による

ⅠⅠⅠⅠ-４４４４-１１１１ 日本プラスチック工業連盟調査日本プラスチック工業連盟調査日本プラスチック工業連盟調査日本プラスチック工業連盟調査：一般対象：一般対象：一般対象：一般対象
（２０１２年、２００７年、２００３年）（２０１２年、２００７年、２００３年）（２０１２年、２００７年、２００３年）（２０１２年、２００７年、２００３年）

プラスチックと聞いて思い浮かべる事柄３つの記述ベスト５プラスチックと聞いて思い浮かべる事柄３つの記述ベスト５プラスチックと聞いて思い浮かべる事柄３つの記述ベスト５プラスチックと聞いて思い浮かべる事柄３つの記述ベスト５
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プラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべる
キーワード回答結果概要キーワード回答結果概要キーワード回答結果概要キーワード回答結果概要

日本プラスチック工業連盟調査：一般対象（２０１２年）日本プラスチック工業連盟調査：一般対象（２０１２年）日本プラスチック工業連盟調査：一般対象（２０１２年）日本プラスチック工業連盟調査：一般対象（２０１２年）

• 回答キーワード数トップは「ペットボトル」であり、調査の
たびに回答数が増え、２５％と４人に一人があげている

• プラスチックの特徴を表す「便利」「軽い」については上
位にランクされているが、回答数は減ってきている

• 「リサイクル」「再生・再利用」といった資源・３Ｒ関連キー
ワードについては回答数のランクが上がっている

• 「有害」「公害」「悪い」「困る」「ダイオキシン」等のマイナ
スイメージの回答数は減少、他にも「ごみ（になる）」「処
理（に困る）」「燃やす（と害になる）」のようなマイナスイメ
ージの言葉との組み合わされるキーワードのいくつかは
回答数が減っている

27

【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果
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ⅠⅠⅠⅠ-４４４４-２２２２ 日本ポリエチレン製品工業連合会調査日本ポリエチレン製品工業連合会調査日本ポリエチレン製品工業連合会調査日本ポリエチレン製品工業連合会調査
：明大商学部学生（２０１１年～１３年）：明大商学部学生（２０１１年～１３年）：明大商学部学生（２０１１年～１３年）：明大商学部学生（２０１１年～１３年）

プラスチックと聞いて思い浮かべる事柄３つの記述ベスト５プラスチックと聞いて思い浮かべる事柄３つの記述ベスト５プラスチックと聞いて思い浮かべる事柄３つの記述ベスト５プラスチックと聞いて思い浮かべる事柄３つの記述ベスト５
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プラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべる
キーワード回答結果概要（１）キーワード回答結果概要（１）キーワード回答結果概要（１）キーワード回答結果概要（１）

日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）

１．最も手近なプラスチック製品というと、「ペットボトル」

であり、プラスチックのイメージの代表格になっている

（ＰＥＴボトル飲料生産量は2012年は2000年の約２倍になっており、びん

ビール、かんビールと同様、ペットボトルのお水とかペットボトルのお茶と

言ったように「容器の材質＋中身」という呼び方が定着するほど一般化

してきている）

２．「軽い」「便利」「容器」「硬い」「身近」「透明」等ＰＥＴ

ボトルから連想されるアイテムが上位にランクされて

いる
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プラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべる
キーワード回答結果概要（２）キーワード回答結果概要（２）キーワード回答結果概要（２）キーワード回答結果概要（２）

日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）

３．一方、「リサイクル」「ごみあるいはごみの分別」「燃や

すと有害または有毒」「環境に悪い」に代表されるよう

に、環境問題への関心の高まりに関連したアイテムな

らびに、どちらかというと環境によくないアイテムが上

位にきている

４．「燃やすと有害または有毒」「ダイオキシン」の２つの

アイテムを合計すると、2011年は総数に占める割合

は４．８％、’12年は４．９％、’13年は４．３％とベスト５

にランクされる
31

プラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべるプラスチックと聞いて思い浮かべる
キーワード回答結果概要（３）キーワード回答結果概要（３）キーワード回答結果概要（３）キーワード回答結果概要（３）

日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）日本ポリエチレン製品工業連合会：商学部学生（２０１３年）

（「リサイクル」「ごみあるいはごみの分別」がベスト５にランクされ、「燃やすと有
害または有毒」「環境に悪い」といったキーワードが上位にランクされ、日本プラ
スチック工業連盟の調査とやや異なる傾向にある）

５．ダイオキシンについては、’97年大阪府豊能郡美化セ

ンター周辺で、’99年埼玉県所沢市の野菜からいずれ

も高濃度ダイオキシンが検出されたとの報道があり、

小・中学校での授業でも取り上げられ、「プラスチック

を燃やすと有害あるいは有毒」、したがって「環境に悪

い」といったイメージが定着していると考えられる

６．環境への関心の高まりには’09年の「いろはす」の販

売開始に伴うＣＭがトリガーになっていると考えられる32



【参考資料】 ＰＥＴボトル飲料と環境問題の時系列的事象
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【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】 明大商学部学生調査結果２０１３年明大商学部学生調査結果２０１３年明大商学部学生調査結果２０１３年明大商学部学生調査結果２０１３年
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【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】 明大商学部学生調査結果２０１２年明大商学部学生調査結果２０１２年明大商学部学生調査結果２０１２年明大商学部学生調査結果２０１２年

35

【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】 明大商学部学生調査結果２０１１年明大商学部学生調査結果２０１１年明大商学部学生調査結果２０１１年明大商学部学生調査結果２０１１年

36



【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】 ボトル用ＰＥＴ樹脂需要実績推移ボトル用ＰＥＴ樹脂需要実績推移ボトル用ＰＥＴ樹脂需要実績推移ボトル用ＰＥＴ樹脂需要実績推移

• ２０１２年のポリエチレンテレフタレートの生産量は４７万㌧（５％）、

輸入量は８５万㌧、輸出量は１０万㌧であり、内需量は１２２万㌧

内ＰＥＴボトル用は６１万㌧である

37

ⅠⅠⅠⅠ-５５５５ プラスチックに対する印象プラスチックに対する印象プラスチックに対する印象プラスチックに対する印象

◆調査方法は「プラスチックのイメージ」と同じ

• プラスチックは「身近」で「役に立っている」

• しかし、「安全」である、「環境にやさしい」と考
える人は少ない

• 分別収集してリサイクルすべきという考えの
人が多い

38



ⅠⅠⅠⅠ-５５５５-１１１１ 日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果

• 「身近なものだ」「役に立っている」のポジティブな印
象は、9年前も95％以上であったが、今回は「身近な
ものだ」９８．３％「役に立っている」97.4％となり更に

良い印象を持たれているとの結果となった。「安全
である」は、9年前は50％を切っていたが今回は70

％を超えた。「環境にやさしい」は、以前よりポジティ
ブな印象（45.7％）が増えたとはいえ50％に届かず、
ネガティブな印象（46.8％）を持つ人とほぼ同数であ
る。「資源を有効に利用している」は約3分の2の人
がポジティブな印象を持っており、9年前よりも増加
している

39

【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】 日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果

40



【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】 日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果日本プラスチック工業連盟調査結果

41

ⅠⅠⅠⅠ-５５５５-２２２２ プラスチックの処理に関する意見プラスチックの処理に関する意見プラスチックの処理に関する意見プラスチックの処理に関する意見

• 「分別収集してリサイクル」に関する意見は、「そう思
う」「どちらかといえばそう思う」が、この9年間、96％

前後でほぼ同じである。「そう思わない」「どちらかと
いえばそう思わない」についても1％強で同じである

• それに対し「どちらともいえない」が増加しており、「
わからない」が減っている

• 「熱リサイクル」については、 「そう思う」「どちらかと
いえばそう思う」 「どちらともいえない」がわずかでは
あるが増加している

42



【参考資料】

43

【参考資料】

44



ⅠⅠⅠⅠ-５５５５-３３３３ 明大商学部学生対象調査結果明大商学部学生対象調査結果明大商学部学生対象調査結果明大商学部学生対象調査結果
（（（（２０１１年～２０１３年）２０１１年～２０１３年）２０１１年～２０１３年）２０１１年～２０１３年）

• 「プラスチックに対する印象」を１３項目の質
問に対し、「そう思う」、「どちらかといえばそう
思う」、「どちらとも言えない」、「どちらかとい
えば言えない」「そう思わない」のいずれかに
「〇」を付けてもらった

●「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を

足したものの構成比率は、次のとおり

45

46



プラスチックに対する印象から（１）

１．①「身近なものである」では2年連続100％であり、

②「役に立っている」は、’12年比△0.7ﾎﾟｲﾝﾄとはい

え、98.8％、そして⑨「日常生活に不可欠」は、同

+1.8ﾎﾟｲﾝﾄの95.8％となっている

２．③「健康に対して安全」は同+0.4ポイントで2年連

続の上昇であるが、29.4％と低いレベルにある

３．④「環境にやさしい」は、同+1.7ポイント上昇してい

るが、21.4％と低いレベルにある

47

プラスチックに対する印象から（２）

４．⑤「原油を大量に消費」は同+0.4ﾎﾟｲﾝﾄの69.3％と

なっている（今回、事前にプラスチックの生産に重量

比で何％使われていると思いますかとの設問をした

が、加重平均は35.3%で、50％以上と答えた割合が

32.3％で80％以上が11.8％であった）

５．⑦「燃やすと有害物質が出る」は、同+1.8ﾎﾟｲﾝﾄの

87.0％であり、⑥「燃やさずにリサイクル」同+7.1ﾎﾟｲﾝ

ﾄの86.9％、したがって、⑬「手間をかけてでも分別し

材料リサイクル」同+2.3ﾎﾟｲﾝﾄ、76.7％、⑪「リサイクル

しやすい包装設計をすべき」同+2.5ﾎﾟｲﾝﾄ、88.2％と

なっている
48



プラスチックに対する印象から（３）

６．⑩「ごみとなって環境を悪くしている」は、+4.9ﾎﾟｲﾝﾄ

の53.8％であるが、「ごみはごみ」と考えるか、「ごみも

分別すれば資源」と考えるかで意見が分かれている

ものと考えられる

７．⑧「エコ活動が実施されている」は+0.1ﾎﾟｲﾝﾄの78.8％

で、⑫「中味の保護に役立っている」は+0.6ﾎﾟｲﾝﾄ、

80.3％と支持されている結果となっている

49

ⅠⅠⅠⅠ-６６６６ プラスチックの生産にプラスチックの生産にプラスチックの生産にプラスチックの生産に
原油の何％（重量）が使用されているか原油の何％（重量）が使用されているか原油の何％（重量）が使用されているか原油の何％（重量）が使用されているか

①これまでは、講義の中で挙手による感度調査であった

が、質問者に対する逆読みが働いていたのか、 70％

以上はほとんどなく、50,60％位が10％程度で、20,30

％程度が大半を占め、10％以下が、20％程度という

感度であった

②今回の調査では、40％以上が40.7％、5％以内が11.8

％、10％以内が26.8％、30％以内は59.7％で、70％

は７％、80％は8.3％、90％以上が3.4％であった

50



51

52

プラスチックの生産に原油は何％使われているか？プラスチックの生産に原油は何％使われているか？プラスチックの生産に原油は何％使われているか？プラスチックの生産に原油は何％使われているか？



53

ⅠⅠⅠⅠ-７７７７ 日本ポリエチレン製品工業連合会の日本ポリエチレン製品工業連合会の日本ポリエチレン製品工業連合会の日本ポリエチレン製品工業連合会の
活動スタンス（時間軸と相互理解要領域）活動スタンス（時間軸と相互理解要領域）活動スタンス（時間軸と相互理解要領域）活動スタンス（時間軸と相互理解要領域）

使用

ごみ問題

プラ容器包装の社会的貢献
物性等からみた機能
マーケティング機能等

消
費
者
他

事
業
者

相互理解要領域

相互理解要領域

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ラーメンラーメンラーメンラーメン ラーメンラーメンラーメンラーメン

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プ

ス
ー
プラーメンラーメンラーメンラーメン

時間軸

◆プラスチックのリサイクルに関しては、

イメージ先行で議論が進むケースが

多いように思われるので、プラスチックに

関する正しい知識をベースに議論すべき

54



ⅡⅡⅡⅡ プラスチック概論プラスチック概論プラスチック概論プラスチック概論

55

56

「紙化」に注目が集まる「紙化」に注目が集まる「紙化」に注目が集まる「紙化」に注目が集まる

2008年4月
日清食品は「カップヌードル」において、「ECOカップ」（紙製カップ）を採用

「ECOカップ」採用当初の広告 「ECOカップ」採用対象製品

ⅡⅡⅡⅡ-１１１１ ＥＣＯカップ（紙製カップ）ＥＣＯカップ（紙製カップ）ＥＣＯカップ（紙製カップ）ＥＣＯカップ（紙製カップ）



57

【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】「紙化」＝「プラスチックをなくすこと」？？「紙化」＝「プラスチックをなくすこと」？？「紙化」＝「プラスチックをなくすこと」？？「紙化」＝「プラスチックをなくすこと」？？

「カップ原紙」に発泡ポリエチレンをコーティングして断熱性を高める
とともに、従来の発泡ポリスチレン容器が持つ手触りを再現した。

日清食品「カップヌードル」は、
発泡ポリスチレン容器から
紙製の「ECOカップ」に切り替え。
PETフィルムなどを加えた5層構造

日清食品HPより http://www.cupnoodle.jp/story/index.html

「紙」にない機能を補うために、「プラスチック」は不可欠な素材

58

【【【【参考資料参考資料参考資料参考資料】】】】

経済産業省 ３R政策 「資源有効利用促進法」容器包装の識別表示Q&Aより

http://www.meti.go.jp/policy/recycle/main/admin_info/law/02/faq/answer_08.html#q21

Q プラスチックと紙からなる容器包装で分離不可能（複合素材）なプラスチックと紙からなる容器包装で分離不可能（複合素材）なプラスチックと紙からなる容器包装で分離不可能（複合素材）なプラスチックと紙からなる容器包装で分離不可能（複合素材）な
場合、どのように表示すればよいのですか？場合、どのように表示すればよいのですか？場合、どのように表示すればよいのですか？場合、どのように表示すればよいのですか？

A 重量比が大きい方の識別マークを表示してください。
プラスチックと紙の複合素材の場合には、重量的に主たる素材に
ついての識別マークが必要となります。すなわち、プラスチックの
重量比が５０％を超える場合はプラマークを、紙の重量比が５０％
を超える場合は紙マークを表示してください。
なお、異なる素材であっても容易に分離できる場合には、
各素材についての識別マークが必要になります。



59

ⅡⅡⅡⅡ-２２２２ プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック製容器包装の軽量化効果製容器包装の軽量化効果製容器包装の軽量化効果製容器包装の軽量化効果

プラスチックがなければ、小売業のロジスティクスは

50%増増増増の配送が必要。

ガラスビンガラスビンガラスビンガラスビン

36%
包装資材比率包装資材比率包装資材比率包装資材比率

プラスチック袋プラスチック袋プラスチック袋プラスチック袋

3.56%
包装資材比率包装資材比率包装資材比率包装資材比率

最終製品に占めるプラスチック包装資材の割合（重量比）は、平均わずか １～３％１～３％１～３％１～３％：：：：
• 200gのチーズを入れるプラスチックフィルムが 2g
• 1.5ℓ入の飲料ボトルが 35g
• 物流時の包装を加味しても平均 3.56%

59※※※※PlasticsEurope「温暖化対策へのプラスチックの貢献」より引用「温暖化対策へのプラスチックの貢献」より引用「温暖化対策へのプラスチックの貢献」より引用「温暖化対策へのプラスチックの貢献」より引用

60

品質向上 –賞味期限の向上

•真空包装; ガス置換包装; 

ガス透過性包装;棒状の菓
子類のピロー包装

ⅡⅡⅡⅡ-３３３３ プラスチック製容器包装によるプラスチック製容器包装によるプラスチック製容器包装によるプラスチック製容器包装による
賞味期限の向上賞味期限の向上賞味期限の向上賞味期限の向上

60

※※※※PlasticsEurope「温暖化対策へのプラスチックの貢献」より引用「温暖化対策へのプラスチックの貢献」より引用「温暖化対策へのプラスチックの貢献」より引用「温暖化対策へのプラスチックの貢献」より引用



【参考資料】 優れもの！優れもの！優れもの！優れもの！「鰹節削りパック」「鰹節削りパック」「鰹節削りパック」「鰹節削りパック」

61

【参考資料】 ハムは４枚、フィルムは１２層ハムは４枚、フィルムは１２層ハムは４枚、フィルムは１２層ハムは４枚、フィルムは１２層

62

カットハム包装のイメージ写真 H250930 撮影101010



63

ⅡⅡⅡⅡ-４４４４ 軽量化と賞味期限の向上の事例軽量化と賞味期限の向上の事例軽量化と賞味期限の向上の事例軽量化と賞味期限の向上の事例

【参考資料】 グリーンプラとバイオマスプラグリーンプラとバイオマスプラグリーンプラとバイオマスプラグリーンプラとバイオマスプラ

• 詳しくは⇒http://www.jbpaweb.net/ （日本バイオプラスチック協会）

64
日本プラスチック工業連盟「こんにちは、プラスチック」より引用



ⅡⅡⅡⅡ-５５５５ 高分子材料の最大の弱点高分子材料の最大の弱点高分子材料の最大の弱点高分子材料の最大の弱点

65

「ゴム・プラスチック製品の寿命評価試験」（一財）化学物質評価研究機構 大武義人氏
（プラスチックス２０１３年５月号 Ｐ７９より引用）

刀剣 鎌倉時代
刀剣博物館ＨＰより

ガラス
正倉院

• 高分子材料は、熱水・紫外線・オゾンそして近年は
大気中の窒素化合物（ＮＯｘ）、イオウ酸化物（ＳＯｘ）
によっても影響を受ける。⇒自然環境に曝されてい
るうちに物理的・化学的作用を受け、徐々に本来の
物性を失い、ついには実用に耐えられなくなり、崩
壊・分解に至る。

• このような高分子材料劣化を防止し、安定性、耐久
性を向上させるために、酸化防止剤の添加等、多く
の努力が払われている。

• 高分子材料は“とにかく劣化しやすい”ことを十分認
識しておく必要がある。

66

「ゴム・プラスチック製品の寿命評価試験」（一財）化学物質評価研究機構 大武義人氏
（プラスチックス２０１３年５月号 Ｐ７９、８０より引用）



【参考資料】

http://www.jhospa.gr.jp/web/qa/qa.html#015ポリオレフィン等衛生協議会ＷＳ参照 67

ⅡⅡⅡⅡ-６６６６ プラスチックの安全性プラスチックの安全性プラスチックの安全性プラスチックの安全性

• 「天然物は無害で、プラスチックのような高分子化「天然物は無害で、プラスチックのような高分子化「天然物は無害で、プラスチックのような高分子化「天然物は無害で、プラスチックのような高分子化
合物や添加剤に使われる合成化学物質は有害」と合物や添加剤に使われる合成化学物質は有害」と合物や添加剤に使われる合成化学物質は有害」と合物や添加剤に使われる合成化学物質は有害」と
考えておられる方も多いのでは？考えておられる方も多いのでは？考えておられる方も多いのでは？考えておられる方も多いのでは？
【食塩】
◆過剰に摂取すれば体重の減少や、発育を
阻害したり、ひいては死に至ることも知られて
います

【ビタミン類】
◆ビタミンＡ,Ｃ,Ｄ,Ｅ等は、健康食品等による過剰
摂取で肝機能、疲労感、嘔吐などの健康障害を
ひき起こす可能性があることが知られています

68ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照



天然の毒物天然の毒物天然の毒物天然の毒物

• ジャガイモの皮や芽に含まれる猛毒のソラニンソラニンソラニンソラニン
• お茶やコーヒーに含まれるカフェインカフェインカフェインカフェイン
• タバコに含まれるニコチンニコチンニコチンニコチン
• ホウレン草には体内で発がん性のあるニトロソアミンに
代わる可能性のある硝酸塩類硝酸塩類硝酸塩類硝酸塩類

• フグのテトロドトキシンテトロドトキシンテトロドトキシンテトロドトキシン

■長年問題なく利用しているという事実のみで、その安全性
が担保されているとは言えません

■「適切な使い方のもとでは安全である」と言えるに過ぎま
せん

プラスチックプラスチックプラスチックプラスチックと比べてどうでしょうか？と比べてどうでしょうか？と比べてどうでしょうか？と比べてどうでしょうか？

69ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照

• 「天然物（＝人類が慣習的に利用してきた物質）は、「天然物（＝人類が慣習的に利用してきた物質）は、「天然物（＝人類が慣習的に利用してきた物質）は、「天然物（＝人類が慣習的に利用してきた物質）は、
合成物（＝近年開発された化学物質）より安全で、か合成物（＝近年開発された化学物質）より安全で、か合成物（＝近年開発された化学物質）より安全で、か合成物（＝近年開発された化学物質）より安全で、か
つ環境への負荷が少ない」と考えがちつ環境への負荷が少ない」と考えがちつ環境への負荷が少ない」と考えがちつ環境への負荷が少ない」と考えがち

ですが、

■人類が長い間、慣習的に利用してきたことが、

ある物質の安全性を一定のレベルで担保する

との考えは必ずしも誤りとは言えませんが、

このことのみで「合成された化学物質は危険で

ある」と考えることは科学的な考えとはいえません

■「環境に良さそう、身体に良さそう」という主観的、

情緒的な判断ではなく、科学的な根拠に基づく

客観的な判断が大切

70ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照



安全な物質＝毒性のない物質？安全な物質＝毒性のない物質？安全な物質＝毒性のない物質？安全な物質＝毒性のない物質？
危険危険危険危険な物質＝毒性のある物質？な物質＝毒性のある物質？な物質＝毒性のある物質？な物質＝毒性のある物質？

• 物質を「安全な物質」と「危険な物質」に分類すること
は可能か
■米国のＦＤＡ（食品安全委員会）では、毒性、安全、
危険について次のように定義しています
【【【【毒性毒性毒性毒性】】】】：その物質のもつ健康障害をひき起こす能力
奇形や突然変異、ガンをひき起こす能力を含む

【【【【安全安全安全安全】】】】：その物質を意図する用途に用いたときの量
や使い方では、健康障害をひき起こさないこと
が実際上確実なこと

【【【【危険危険危険危険】】】】：その物質を意図する用途に用いたときの量
や使い方で、健康障害がひき起こされそうなこと

71ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照

「当該物質の安全・危険は相対的な概念である」「当該物質の安全・危険は相対的な概念である」「当該物質の安全・危険は相対的な概念である」「当該物質の安全・危険は相対的な概念である」

■ＦＤＡの定義によれば、「毒性」とは各物質に固有の

性質を示す言葉であり、「安全」とか「危険」とかは

毒性のみではなく、その物質の摂取量や使い方に

よる相対的相対的相対的相対的なことを示す言葉である

■根底には「全ての物質は有害・有毒である」との

考え方があり、「その物質の安全・危険は、使用方法

を管理することにより導き出される相対的な指標で

あり、絶対的なものではない」との考え方があります

72ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照



「毒性のない物質はない。「毒性のない物質はない。「毒性のない物質はない。「毒性のない物質はない。
ただ安全な使い方があるだけ」ただ安全な使い方があるだけ」ただ安全な使い方があるだけ」ただ安全な使い方があるだけ」

• 「毒性」は、その物質をどのくらい摂取したら障害が
現れるかという量で示されます

• どのような物質でも摂取する量を増やしていけば、
必ずどこかで何らかの障害が現れますから、どのよ
うな物質でも毒性があることになります

• しかし、毒性のある物質でも摂取量が少なければ、
体内で分解されたり、排出されたりして、障害をひき
起こすには至りません。これが安全ということです

• 「毒性のない物質はない。ただ安全な使い方がある
だけ」ということになります

73ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照

プラスチック製容器包装や食器から有害物質がプラスチック製容器包装や食器から有害物質がプラスチック製容器包装や食器から有害物質がプラスチック製容器包装や食器から有害物質が
食品中に溶け出して健康を脅かしている？食品中に溶け出して健康を脅かしている？食品中に溶け出して健康を脅かしている？食品中に溶け出して健康を脅かしている？

▼プラスチックから何かが溶けてくるか否か？▼プラスチックから何かが溶けてくるか否か？▼プラスチックから何かが溶けてくるか否か？▼プラスチックから何かが溶けてくるか否か？
■一般論として「極めて微量だけれど溶けてくる
場合がある」

▼やっぱり、プラスチックは危険！▼やっぱり、プラスチックは危険！▼やっぱり、プラスチックは危険！▼やっぱり、プラスチックは危険！

■どのような物質にも毒性があるが、許容摂取量より少な
い量を摂取している限りにおいては人の健康に影響が
ない―これが「安全」ですから、プラスチック製容器包装
や食器から何かが食品中へ溶け出してきたとしても、
その量がその物質の許容摂取量以下であれば実際に
は安全なのです
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プラスチックのＩＳＯの定義プラスチックのＩＳＯの定義プラスチックのＩＳＯの定義プラスチックのＩＳＯの定義

• ＩＳＯ（国際標準化機構）では、プラスチックを、「
必須の構成成分としてポリマーを含み、かつ完
成製品への加工のある段階で、流れによって形
を与え得る材料」と定義づけしています

• 「必須の構成成分としてポリマーを含み」とありま
すが、これは多くのプラスチックにはポリマー以
外の物質が副成分として含まれていることを意
味します

• この副成分のことを「添加剤」と総称している

• 「添加剤」は高分子の欠点である劣化を防止し
たり、製品を使いやすくするために加えられます

75ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照

プラスチックから溶け出すものは、プラスチックから溶け出すものは、プラスチックから溶け出すものは、プラスチックから溶け出すものは、
「ポリマー」・「添加剤」・「モノマー」・「オリゴマー」「ポリマー」・「添加剤」・「モノマー」・「オリゴマー」「ポリマー」・「添加剤」・「モノマー」・「オリゴマー」「ポリマー」・「添加剤」・「モノマー」・「オリゴマー」

• プラスチックは「モノマー」を結合してできる「ポリ
マー」を主成分として、これに必要な「添加剤」を
加えたものである、といえます

• 実際には結合し損なってモノマーのままでとどま
っているものや結合数が小さいもの（オリゴマー
といわれる）もあり、これらの一部は製品にも残
ったりすることがあります

• プラスチックから溶け出すものは、本体である「
ポリマー」と意図的に加えた「添加剤」、場合によ
っては未反応の「原料モノマー」または「オリゴマ
ー」のような成分と考えられます

76ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照



ポリマー・添加剤・モノマー・オリゴマーのポリマー・添加剤・モノマー・オリゴマーのポリマー・添加剤・モノマー・オリゴマーのポリマー・添加剤・モノマー・オリゴマーの
安全性（１）安全性（１）安全性（１）安全性（１）

■ポリマーの安全性■ポリマーの安全性■ポリマーの安全性■ポリマーの安全性

• 一般には食品に溶けにくく、人間が食べたとして
も腸で吸収されずにそのまま排出されるので、
障害はひき起こしません
■添加剤の安全性■添加剤の安全性■添加剤の安全性■添加剤の安全性

• 毒性の弱い物質で、溶けてきたとしても許容摂
取量をはるかに下回りますので安全であるとい
えます

• また、使用頻度の高い主要添加剤については、
慢性毒性試験が行われていますし、一部の添加
剤については、多世代にわたる催奇形性の試験
も行われ安全が確認されています

77ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照

■■■■モノマー・オリゴマーの安全性モノマー・オリゴマーの安全性モノマー・オリゴマーの安全性モノマー・オリゴマーの安全性

• モノマーやオリゴマーの中には、比較的毒性
の強いものがありますが、発がん性や催奇形
性を含む最高レベルの毒性試験が行われて
おり、それを基にして厳しく規制されています
ので、実際上十分に安全であるといえます

ポリマー・添加剤・モノマー・オリゴマーのポリマー・添加剤・モノマー・オリゴマーのポリマー・添加剤・モノマー・オリゴマーのポリマー・添加剤・モノマー・オリゴマーの
安全性（２）安全性（２）安全性（２）安全性（２）

78ポリオレフィン等衛生協議会「知らなかった知りたかったプラスチック2007年」参照



日本のプラスチックの安全性に関する日本のプラスチックの安全性に関する日本のプラスチックの安全性に関する日本のプラスチックの安全性に関する
法規制と自主規制法規制と自主規制法規制と自主規制法規制と自主規制

79

【参考資料】 燃やしても安全

（一社）プラスチック循環利用協会「プラスチックの基礎知識2013」から引用
80



http://www.ns.kogakuin.ac.jp/~wwb1046/TRhookoku20110904.pdf 81

◆プラスチックは二度役に立っている！

82



ⅢⅢⅢⅢ ３Ｒへの取り組み３Ｒへの取り組み３Ｒへの取り組み３Ｒへの取り組み

83

ⅢⅢⅢⅢ-１１１１ ３Ｒ推進団体連絡会３Ｒ推進団体連絡会３Ｒ推進団体連絡会３Ｒ推進団体連絡会
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85

ⅢⅢⅢⅢ-２２２２ ３Ｒ推進団体連絡会第二次計画３Ｒ推進団体連絡会第二次計画３Ｒ推進団体連絡会第二次計画３Ｒ推進団体連絡会第二次計画
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【参考資料】

87

【参考資料】
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ⅢⅢⅢⅢ-３３３３ 特定事業者の３Ｒに関する取組特定事業者の３Ｒに関する取組特定事業者の３Ｒに関する取組特定事業者の３Ｒに関する取組

89

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会
の活動（３Ｒ事例集より）
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【参考資料】
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92

【参考資料】
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【参考資料】
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【参考資料】
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【参考資料】
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【参考資料】
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【参考資料】
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【参考資料】
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【参考資料】

100

【参考資料】



プラスチック製容器包装３Ｒ事例集
（2008年～2011年）
―事業者の取組み事例―

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会

101

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会「プラスチック製容器包装３R事例集リスト」より引用

102

事例項目事例項目事例項目事例項目 軽量化軽量化軽量化軽量化

会社名会社名会社名会社名（（（（推薦会員推薦会員推薦会員推薦会員）））） 敷島製敷島製敷島製敷島製パンパンパンパン株式会社株式会社株式会社株式会社（（（（社団法人日本社団法人日本社団法人日本社団法人日本パンパンパンパン工業会工業会工業会工業会））））

【【【【事例説明事例説明事例説明事例説明】】】】
0000....35353535gggg・・・・0000....33333333gggg////個個個個→→→→0000....31313131gggg////個個個個
((((削減率削減率削減率削減率11111111....4444%%%%、、、、6666....1111%)%)%)%)
使用樹脂量削減使用樹脂量削減使用樹脂量削減使用樹脂量削減：：：：23232323,,,,875875875875kgkgkgkg////年間年間年間年間

【【【【効果効果効果効果】】】】

商品名 商品名 商品名 商品名 食食食食パンパンパンパン類類類類にににに使用使用使用使用するするするする留留留留めめめめ具具具具

（ＴＧＳ－（ＴＧＳ－（ＴＧＳ－（ＴＧＳ－3333））））

（ＴＧＳ－（ＴＧＳ－（ＴＧＳ－（ＴＧＳ－4444））））

（ＴＧＪＢ－（ＴＧＪＢ－（ＴＧＪＢ－（ＴＧＪＢ－５５５５））））

改良前改良前改良前改良前

改良後改良後改良後改良後

食食食食パンパンパンパン包装紙包装紙包装紙包装紙のののの留留留留めめめめ具具具具としてとしてとしてとして使用使用使用使用しているしているしているしているクロージクロージクロージクロージ
ャーャーャーャーのののの内側形態内側形態内側形態内側形態をををを変更変更変更変更しししし、、、、軽量化軽量化軽量化軽量化をををを図図図図ったったったった。。。。

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会「プラスチック製容器包装３R事例集（２００８年）」より引用



◆事業者は、「乾いた雑巾を絞っている」

103

ⅣⅣⅣⅣ まとめに代えてまとめに代えてまとめに代えてまとめに代えて

104



105

【参考資料】

使用済みプラスチック製容器包装の洗浄

プラ工連「プラスチック製容器包装に関する話題（平成２１年度消費者団体殿との懇談会資料）」より引用

106

【参考資料】

マイバッグとレジ袋の環境負荷比較

プラ工連「プラスチック製容器包装に関する話題（平成２１年度消費者団体殿との懇談会資料）」より引用



問題提起（マテリアルリサイクルは資源循環型か）問題提起（マテリアルリサイクルは資源循環型か）問題提起（マテリアルリサイクルは資源循環型か）問題提起（マテリアルリサイクルは資源循環型か）

107

問題提起（家庭での資源エネルギーの無駄？）問題提起（家庭での資源エネルギーの無駄？）問題提起（家庭での資源エネルギーの無駄？）問題提起（家庭での資源エネルギーの無駄？）

108

臭いの臭いの臭いの臭いの程度程度程度程度
Ａ＞＞＞ＣＡ＞＞＞ＣＡ＞＞＞ＣＡ＞＞＞Ｃ
（個人的感覚です）（個人的感覚です）（個人的感覚です）（個人的感覚です）

ＪＲ東日本東京資源循環センターを見学させていただいた時の
個人的感覚からの問題提起で同センターには一切関係はありません



問題提起（ソーティングセンター構想の謎）問題提起（ソーティングセンター構想の謎）問題提起（ソーティングセンター構想の謎）問題提起（ソーティングセンター構想の謎）

109

問題提起（このツケは誰が？）

110

隅田川（中央区新川）Ｈ２５０９２７撮影１０１０１０



思いつくまま思いつくまま思いつくまま思いつくまま

• 企業の目的＝存続＆利益

⇒強くなければ生きていけない、優しくなければ生きていく

資格がない （ ＣＯ２ ⇔ ＣＯＳＴ ）

コストダウン：乾いた雑巾を絞る！（ものづくりのＤＮＡ）

××××プラスチックは燃やすと有害？××××
⇒ダイオキシン類は、塩素を含む物質の燃焼過程で自然

にできてしまう生成物（ごみの焼却、たばこの煙、自動車

の排出ガスなど様々な発生源がある

⇒適切な対策や管理により排出濃度を抑えることが出来る

⇒2002年末までに全国のごみ焼却施設において対策完了
111

××××燃やすのはもったいない？××××
⇒プラスチックの生産に必要な原油は３％

⇒石化原料のナフサは原油の１０％、残り９０％は、

ガソリン、重油、灯油、軽油等の最終エネルギー

⇒長期的には再生可能エネルギーの方向であるが、

現時点では、化石燃料とほぼ同じエネルギーをもつ

廃プラスチックの活用を

⇒家庭での、廃プラの必要以上の洗浄は、

かえって「もったいない」
112



××××「もったいないから」マテリアルリサイクル？××××
⇒⇒⇒⇒マテリアルリサイクルは、一般消費者に「みえている」か？マテリアルリサイクルは、一般消費者に「みえている」か？マテリアルリサイクルは、一般消費者に「みえている」か？マテリアルリサイクルは、一般消費者に「みえている」か？

⇒⇒⇒⇒イメージ先行（化学は化学で錬金術ではない等）による資源のイメージ先行（化学は化学で錬金術ではない等）による資源のイメージ先行（化学は化学で錬金術ではない等）による資源のイメージ先行（化学は化学で錬金術ではない等）による資源の

無駄、当事者の取組甲斐の無さ無駄、当事者の取組甲斐の無さ無駄、当事者の取組甲斐の無さ無駄、当事者の取組甲斐の無さ

⇒⇒⇒⇒軽量化、中身の保護、賞味期限の延長への貢献等の評価も軽量化、中身の保護、賞味期限の延長への貢献等の評価も軽量化、中身の保護、賞味期限の延長への貢献等の評価も軽量化、中身の保護、賞味期限の延長への貢献等の評価も

総合的に勘案すべき総合的に勘案すべき総合的に勘案すべき総合的に勘案すべき

• プラスチックは１００年の歴史

• 正しく理解して、正しい判断を

113

啓発５０年啓発５０年啓発５０年啓発５０年

参考文献リスト（１）

• 石油化学工業協会：「石油化学工業の現状2013年」

• 東洋紡ＰＰＳ：「包装用フィルム概論 改訂版」

• 吉岡敏明（東北大学 大学院環境科学研究科）：「容リ制度の将来 容リ
プラを中心に」

• （一社）プラスチック循環利用協会：「プラスチックリサイクルの基礎知識
2013」 http://www.pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf

• 日本プラスチック工業連盟「2012年度『プラスチックに対するイメージ調査
』報告書 http://www.jpif.gr.jp/5topics/topics.htm

• 日本ポリエチレン製品工業連合会「明大商学部特別講義事前アンケート
まとめ
http://www.jpe.gr.jp/sites/default/files/20130628tokubetukougi%20jizenn

anke-tomatome.pdf

• （一社）全国清涼飲料工業会：「統計情報」
http://www.pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf

• ＰＥＴボトル協議会「統計資料」 http://www.petbottle-rec.gr.jp/data/

• 日清食品ＨＰ http://www.nissinfoods.co.jp/csr/eco/package.html他
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参考文献リスト（2）

• 経済産業省ＨＰ：「３Ｒ政策」
http://www.meti.go.jp/policy/recycle/main/admin_info/law/02/faq/answ

er_08.html#q21

• PlasticsEurope：：：：「温暖化対策へのプラスチックの貢献」「温暖化対策へのプラスチックの貢献」「温暖化対策へのプラスチックの貢献」「温暖化対策へのプラスチックの貢献」

• （一財）化学物質評価研究機構 大武義人氏：

「ゴム・プラスチック製品の寿命評価試験」（プラスチックス2013年5月号）

• ポリオレフィン等衛生協議会：

「知らなかった知りたかったプラスチック

ー食品衛生性を理解いただくために― 2007年」

• ポリオレフィン等衛生協議会ＨＰ： http://www.jhospa.gr.jp/

• プラスチックごみの処理方法を考える研究会（稲葉 敦氏代表）：

「中間報告 2011年8月9日」

http://www.ns.kogakuin.ac.jp/~wwb1046/TRhookoku20110904.pdf

• 日本プラスチック工業連盟：「こんにちは、プラスチック」

http://www.jpif.gr.jp/00plastics/plastics.htm

115

参考文献リスト（３）
• ３Ｒ推進団体連絡会：「第二次自主行動計画2012年フォローアップ報告

（2011年度実績） 2012年12月
http://www.3rsuishin.jp/PDF/2012Report/Followup_Report2012_all.pdf

• プラスチック容器包装リサイクル推進協議会：

「プラスチック製容器包装 ３Ｒ事例集」

http://www.pprc.gr.jp/3r/2010033015420268.html

• 日本プラスチック工業連盟ＨＰ：http://www.jpif.gr.jp/

• ＪＲ東日本東京資源循環センター：http://www.jea.co.jp/pdf/panf.pdf

• （公財）日本容器包装リサイクル協会・プラスチック容器事業部

プラスチック製容器包装に係る実証試験評価委員会：

「『平成 24 年度プラスチック製容器包装に係る実証試験』中間報告」

http://www.jcpra.or.jp/00oshirase/pdf/news_release_132_1.pdf

• （公社）日本包装技術協会刊：「包装・・・知っとく知識」

• 日本プラスチック工業連盟：「よくわかるプラスチック」（日本実業出版社）

• 日本バイオプラスチック協会：http://www.jbpaweb.net/

• 経済産業省：「資源循環ハンドブック２０１３ 法制度と３Ｒの動向」
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参考文献リスト（４）
• ３Ｒ推進団体連絡会：「容器包装３Ｒ制度研究会報告書 2013年7月」

http://www.3r-suishin.jp/seidoken/seidoken.html

• 日本プラスチック工業連盟 提言

①家庭から出る廃プラスチックの再資源化のあるべき姿（2010年9月）

②プラスチック容器包装の機能と環境配慮（2011年11月）

③マテリアルリサイクル優先へのアンチテーゼ（2012年1月）

http://www.jpif.gr.jp/7teigen/teigen.htm
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ご清聴ありがとうございました

◎本稿は後日、
日本ポリエチレン製品工業連合会ＨＰ

＞連携活動 に掲載いたします
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